
教育事業別報告書 
事 業 名 リフレッシュ・キャンプ 

なすかしの森 ファミリーミーティング 特別編 

趣  旨  参加者に対して全３回のファミリーミーティング特別編を通じて様々な体験活

動を提供し、体験を通して親子の絆を深めるとともに自然のすばらしさを共感す

ることで、家庭における教育力の向上を図る。また、参加者が体験活動に関する

知識・技術の習得や科学分野への興味を示すきっかけとなるようにする。さらに、

参加者が自主的・主体的な体験活動ができるようになるための機会とする。 

期  間 第１回 平成２５年１２月２２日（日）～２３日（月） 

第２回 平成２６年 １月 ４日（土）～ ５日（日） 

第３回 平成２６年 ２月 １日（土）～ ２日（日） 

募集人員 

（募集結果等） 

幼児・小中学生を含む家族 ９０名 

（各回参加者…第１回４６名・第２回４４名・第３回６７名） 

①  事業の特色 

 
・家族で会話をする時間を十分に確保するため、時間に余裕を持たせ、活動内容は比較的取り組み
やすいプログラムとした。 

・国立科学博物館との連携により、恐竜に関する講演会、体験教室を実施した。 

＜各回で実施した活動＞ 

第１回 雪あそび、キャンドル作り、恐竜に関する講演会、浮沈子作り、紙芝居 

第２回 雪あそび、キャンドル作り、恐竜に関する講演会、３D塗り絵 

第３回 雪あそび、レクリエーション、キノコに関する講演会、クラフト作り 

 

 

 

 

                            

【第１回 雪あそび】  【第１回 ｷｬﾝﾄﾞﾙ作り】 【第２回 恐竜講演会】 【第３回 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ】 

②  事業の成果と課題 

〈事業の成果〉 

・自然豊かな那須甲子青少年自然の家での様々な体験活動を通して、親子の絆を深めるとともに家 

族同士の交流を図ることができた。 

・恐竜や科学の分野において、専門的な講師・スタッフにより恐竜の進化の過程、その他様々な科

学の原理について、子どもたちにとって難しい分野を体験的に楽しみながら学ぶことができた。 

・子どもたちが日常では見たり、体験したりできないことを保護者の支えのもと行うことにより、

家庭内における教育の促進を図ることができた。 

〈事業の課題〉 

・スタッフと参加者との想いに差がある部分があったため、より参加者の目線になって考え、参加

者のニーズや事業のねらいを達成するためのプログラム開発を行う必要がある。  

③  その他 

  

 


